
受 講 料

⼈間発達研究所主催
お問い合わせ 〒520−0052 滋賀県⼤津市朝⽇が丘1−4−39   梅⽥ビル3階

TEL/FAX 077−524−9387 E-mail j-ih63su@j-ihd.com

※2000年4⽉2⽇以降
⽣まれの会員

参加方法 会場参加／zoom参加 （全員に録画視聴の案内をします）

12,100円（11,000円＋税）●⼀般
9,350円（ 8,500円＋税）●会員
3,850円（ 3,500円＋税）●25歳以下会員

会場（対⾯）とオンラインで開催

会 場 コラボしが21（滋賀県⼤津市打出浜2-1）

後援 滋賀県・他依頼中

２０２7年１月30日（土） 10:40～16:30

31日（日） 9:30～15:20

「2次元可逆操作期」（年齢の⽬安として4歳頃）になると「思考（thinking）」が芽
ばえ、内⾔の獲得がすすみます。また、相⼿（you）だけでなく⾃分（me）を⼼の中
でとらえることができるようになってきます。この時期を迎えると「⾃分の思い」と
同時に「他者の思い」や「周りの状況」をつなぎ合わせてとらえることができるよう
になります。揺れたり葛藤したりして躊躇する姿もよくみられます。⼼の中での試⾏
錯誤と納得の積み重ねが⾃⼰の形成の基礎になります。表⾯的な⾏動の激しさや気に
なる⾏動にどうしても⽬を奪われますが、こうした⽬に⾒えにくい内⾯のつぶやきや
葛藤、納得の仕⽅を丁寧にすくい上げることが⼤切です。
このような姿を⾃我の誕⽣から⾃⼰の形成への「発達の変化の芽」として捉え直す

視点から、5つの講義を準備しています。参加者のみなさんに、明⽇からの園・施設・
学校での実践にヒントとエネルギーをもたらし、展望をきりひらく機会にしていただ
くことを期待しています。

⼈間発達研究所



発達保障の課題2027

今回の講座のねらいや、みなさんと考えあいたいことを提起しま
す。運営委員による共同研究として報告します。

10:50 12:00
基調報告
⼈間発達研究所
運営委員会

「揺れながら⾃分をつくる」
4歳頃の⼦どもたちは、2、3歳頃に2つの世界を豊かに開いてきたこと

を⼟台にして、それをつないだり、まとめあげたりしていくようになりま
す。この「〜しながら〜する」という⾏動スタイルで表される2次元可逆
操作の⼒は、2つの世界の間で揺れながら調整するなかで培われていきま
す。2次元可逆操作が深まり、「〜だけれども〜する」というように、相
反するような2つのことをまとめあげる際には、その揺れや葛藤はより⼤
きくなります。しかし、そのなかで⼦どもたちは、より確かな⾃分を育ん
でいきます。揺れや葛藤を受け⽌められ、失敗することも含めて認めても
らえる環境づくり、そして、揺れや葛藤の奥にどんなねがいがあるのか考
えます。

13:00 15:00
第１講義
⽩⽯恵理⼦さん
（滋賀⼤学名誉教授）

「⽣活に根ざして⽂化を育む
ー⻘年・成⼈期障害者の実践から学ぶー」

ハスの実の家は障害のある⼈たちの“働く場”、“暮らす場“、”活動の場”
を福井県あわら市を中⼼につくり、その地域⽣活を⽀えている施設です。
成⼈期障害者の⽣活に根ざして⽂化を育む取り組みの紹介から、この時

期の障害を持つ⼈々の実践で⼤切にしたいことを考えます。

15:20 16:30
第２講義
宮崎美枝さん
（社会福祉法⼈
ハスの実の家職員）

講師・講義内容

（10:00開場・zoom⼊室開始）10:40〜10:50 開会挨拶
１⽉３０⽇（⼟）

（注）すべての講座で参加者による録画・録⾳はできません。
ZOOMのURLやパスワードの他者への転送や共有、SNSでの開⽰、
発表資料などのスクリーンショットはお断りしています。



「なかまを求めて⾃分をつくる」
今回のテーマである「２次元可逆操作」の獲得がすすむのは、通常の場

合４歳ごろからです。「発達の節」でもあるゆえに、３歳児クラスの後半
になると、そうした⼒の獲得に困難がある⼦どもたちの姿が「気になる」
とみられるようにもなります。４歳児クラスの⼦どもたちは保育者にとっ
て「３歳に近い⼦と５歳（児クラス）に近い⼦がいる感じ」「どこに焦点
をあてて保育をすればよいのかが難しい」と⾔われるように、年齢別クラ
スであっても異年齢クラスさながらに、複数の発達段階の⼦どもたちがい
ます。保育者に「遊んでもらう」よりも、⼦どもどうしで「ノリあう」こ
とが楽しく、「⾃分たち」で遊びをつくる楽しさを求めるようになってい
きます。障害がある⼦や外国ルーツの⼦どもたちとの「ちがい」に気づい
て、「なんで〜なの？」と疑問をもちはじめ、お世話をしてあげたい⼀⽅
で、保育者の特別な配慮に不満を感じることもあるようです。
本講義では、⼦どもの発達と集団づくりの理論をふまえて、４歳児クラ

スでの実践から学んできたことを中⼼にお話しいただきます。⼀⼈ひとり
の発達を保障する集団づくりをどのようにすすめていくか、その時の集団
の役割や意味についても考えていきましょう。

09:30 11:00
第３講義
服部敬⼦さん
（京都府⽴⼤学教授）

「⼦どもの想像⼒とファンタジーの発達
―― 遊ぶ⼒を育む――」

3歳後半から4歳頃になってくると、⾒⽴て遊びは本格的（役割や筋書
きがある）になり、⾃分と役とを⾏き来して、空想の世界で⻑く遊べるよ
うになります。何かを発⾒することに瞳を輝かせ、おとなを介した活動か
ら、友だち同⼠の活動が活発となり、教え合いもみられてきます。この時
期、どのように想像⼒は拡がり、創造・発⾒の世界へとつながっていくの
でしょうか。
本講義では、幼児期における空想世界に対する認識の発達を研究されて

いる講師から、遊びの中に展開される⼦どもたちの想像⼒とファンタジー
が、どのように育ってくるかを学びます。また、この時期の遊びの意味を
考え、園や家庭で遊ぶ⼒をどのように育んでいくかを考えていきましょう。

11:20 12:50
第４講義
富⽥昌平さん（

（三重⼤学教授）

「スマホ時代の⼦育て
―AIとロボットが進化する〈未知の時代〉での⽣き⽅ー」
コンピュータやスマホは今や現代⼈の必需品となってきています。そ

して現代の⼦育てや⼦どもたちの発達にも⼤きな影響をあたえています。
しかし、⼈類の進化の歴史から考えると、AIやロボット技術の発展は⼿ば
なしでよろこべないかもしれません。情報化が急速にすすむ現代社会の変
化には懸念や弊害の⼼配もでてきています。⼈類が蓄積してきた「共⾷」
や共同養育、共感する⼈間関係はどうなっていくのでしょうか。⼈類の進
化史をさかのぼってみると、⼈類は弱みを強みに変える戦略で⽣き残って
きたことがわかります。それは、共感⼒を⾼めて家族と共同体という重層
構造の社会を作ってきた結果です。そこには⾳楽的なコミュニケーション
が重要な働きをしています。また、⼈類が獲得し発達させてきた書きこと
ばの能⼒や想像⼒・創造⼒は今後衰退していかないのか⼼配になります。
本講義では、⻑年の教育・研究の最前線でのゴリラ研究から導き出され

る成果を踏まえて、現代の「スマホ時代の⼦育て」に焦点をあてて、AIと
ロボットが進化する〈未知の時代〉に向かって私たちは何を⼤切にしなく
てはいけないか、考えたいと思います。

13:50 15:20
第５講義
⼭極壽⼀さん

(総合地球環境学
研究所所⻑)

１⽉３１⽇（⽇）

会場参加限定!!  オプション企画 「感想をおしゃべりしよう」（15:40～16:10）
2⽇間たくさんの話を聞いて学んだいろんな思いをわかち合いませんか？（希望者のみ）



＜オンライン（zoom）参加の⽅＞
右のQRコードまたは⼈間発達研究所のホームページから申し込みフォームにアクセス
してください。カ ード決済・コンビニ決済・ペイジー決済が選べます。
送⾦後、@eventpay.jpから確認メールが、＠zoom.us から参加のURLが届きます。
申し込みにかかる⼿数料はご負担ください。テキストは事前に発送します。

＜出張参加の⽅＞

右のQRコードまたは⼈間発達研究所のホームページから申し込みフォームにアクセス
してください。カ ード決済・コンビニ決済・ペイジー決済が選べます。
受講票をテキストに同封して事前にお送りします。払込⼿数料はご負担ください。
※会場参加の場合は、ゆうちょ銀⾏の払込取扱票を⽤いた申し込みも受け付ます。お問
い合わせください。

●会場︓コラボしが21（滋賀県⼤津市打出浜2-1）
京阪電鉄 京阪電⾞⽯場駅から徒歩約3分
JR琵琶湖線 ⼤津駅or膳所駅より徒歩約15分~20分
名神⾼速⼤津ICから約5分 ※駐⾞場はありません。

びわ湖ホール駐⾞場などご利⽤ください。
●飲⾷︓講義室内は持ち込み飲⾷が可能です。

ゴミは各⾃お持ち帰りください。

会場参加と、オンライン参加とで
申し込みサイトが異なります。申込⽅法

キャンセルについて メール・FAX・郵送で⼈間発達研究所まで連絡ください。
必ずキャンセル受付の返信を確認してください。
※2027年1⽉8⽇（⾦）以降のキャンセルはできません。

申し込み締め切り 2027年1⽉8⽇（⾦）

録画視聴 2027年2⽉9⽇（⽉）から２⽉24⽇（⽔）まで（予定）

●講座に出張参加される場合で上記の⽀払いが難しい場合や、同じ職場から多数でお申し込みの
場合、⼈間発達研究所まで連絡ください。請求書を発送し、送⾦先銀⾏⼝座をご案内します。

次の情報をお送りください。
受講者情報︓⽒名・⽣年⽉⽇・メールアドレス・所属・テキスト発送先（⾃宅／職場）・参加

⽅法（会場・zoom・録画視聴のみ）
請求書発⾏情報︓宛先(〇〇⻑)・発送先住所・必要な場合は担当者名

●会場参加で、配慮（移動・情報保障）の必要な⽅は、12⽉中に⼈間発達研究所まで。
⾞椅⼦ご利⽤の場合もお知らせください。

●会場参加からオンライン参加の変更は可能です。
オンライン参加から会場参加の変更は原則できません。

会場参加
申込専⽤QRコード

オンライン参加
申込専⽤QRコード

＜会場参加の⽅＞ （定員150⼈）

＜その他＞


